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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底面部の両側から立ち上がる側壁部を備えた略凹字状の導電性材料からなる電線接続具
本体と、
　前記側壁部に対して接離する方向に移動可能に設けられた複数の挟持部材と、
　挟持部材をそれぞれ側壁部方向へ付勢させる弾機と、
　挟持部材の間に介在される可動部材とを備え、
　前記電線接続具本体は、
　前記側壁部の内面にそれぞれ電線受止部を有し、
　前記挟持部材は、
　前記電線受止部と対向する位置に電線把持部と、
　前記電線把持部の反対側の位置に側方傾斜面とを有し、
　前記可動部材は、
　その底部に前記挟持部材の側方傾斜面と同一方向へ傾斜するテーパー状の下部傾斜面を
有しており、
　前記挟持部材の側方傾斜面と前記可動部材の下部傾斜面とを摺接させることにより前記
電線受止部と前記電線把持部とで電線を掴持する
　ことを特徴とする電線接続具。
【請求項２】
　前記電線受止部は、
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　電線の周面と同一曲面を持つ半円形状の凹面に形成され、
　前記電線把持部は、略Ｖ字状溝に形成されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の電線接続具。
【請求項３】
　一対の電線受止部および電線把持部と、他方の電線受止部および電線把持部とは、それ
ぞれ大きさが異なる
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の電線接続具。
【請求項４】
　前記電線接続具本体の側壁部上端は内側へ傾斜する先端傾斜面を有し、
　前記挟持部材は、
　前記先端傾斜面と反対向きの上部傾斜面を有する
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の電線接続具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電線を接続するための接続具にするもので、さらに詳しくは、太さの異なる
電線同士あるいは同じ太さの電線同士を容易に接続できる電線接続具に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、電線同士を接続する接続具の一つに、母線と分岐線を両側で挟持する銅、ア
ルミニウム等の導電性材料からなる上下挟持器を設け、その外側に挟持器より熱膨張係数
の低い鉄、ステンレス等の上下押え金具を重ね合わせ、ボルトおよびナットで締め付ける
ことにより、挟圧するようにしたものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、別の接続具として、図９、図１０に示すように、両側部をＣ状に曲げたチャンネ
ル部３０，３０と、両側壁が下から上に拡がる弾性傾斜面３１，３１を有するウエッジブ
ロック３２とを備え、チャンネル部３０にケーブル導線３３，３３を入れ、ボルト３４に
よりＣ形部材３５とウエッジブロック３２間を締め付けて接続するものが知られている（
例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特公昭３７－１０１１６号公報
【特許文献２】特許第２６０３５４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１の電線接続具は、上下挟持具に比べて膨張係数のより低
い押え金具を使用することにより過熱の抑制効果を生じるが、挟持具の成形が困難である
ばかりでなく、押え金具と分離しているため、締め付け作業が煩雑になり、接続作業に時
間がかかり作業効率が悪いという問題がある。
【０００６】
　また、上記特許文献２の電線接続具は、溝部に適合する直径のケーブルについては十分
な電気的かつ機械的結合が可能であるが、ケーブルの径が適合する範囲は狭く、その範囲
を外れると電気的かつ機械的結合の双方が著しく悪化するという問題点がある。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記のような問題点に鑑み開発されたもので、電線の直径を問わず
電線同士を容易に接続できる電線接続具を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　上記の課題を解決し、その目的を達成するために、本発明に係る電線接続具は、底面部
の両側から立ち上がる側壁部を備えた略凹字状の導電性材料からなる電線接続具本体と、
前記側壁部に対して接離する方向に移動可能に設けられた複数の挟持部材と、挟持部材を
それぞれ側壁部方向へ付勢させる弾機と、挟持部材の間に介在される可動部材とを備え、
前記電線接続具本体は、前記側壁部の内面にそれぞれ電線受止部を有し、前記挟持部材は
、前記電線受止部と対向する位置に電線把持部と、前記電線把持部の反対側の位置に側方
傾斜面とを有し、前記可動部材は、その底部に前記挟持部材の側方傾斜面と同一方向へ傾
斜するテーパー状の下部傾斜面を有しており、前記挟持部材の側方傾斜面と前記可動部材
の下部傾斜面とを摺接させることにより前記電線受止部と前記電線把持部とで電線を掴持
することを特徴とするものである。
【０００９】
　これによれば、側壁部の先端部と挟持部材の先端部の間に電線を押し当てて挿入すれば
、挟持部材が弾機の付勢力に抗して側壁部から離れる方向に移動し導入口が長さ方向に開
口する。電線は、挟持部材が側壁部側に戻ることにより電線把持部と電線受止部とによっ
て挟持されて仮止め状態となる。その後、可動部材を下動させて下部傾斜面と挟持部材の
側方傾斜面とを摺接させて押圧すると楔作用の働きにより、挟持部材と側壁部との間の電
線を掴持する。弾機の付勢力により仮止め状態を作り、一度の締結作業で電線の接続を可
能とするので、接続作業の時間を短縮できるとともに作業効率の向上を実現することがで
きる。
【００１０】
　ここで、前記電線受止部は、電線の周面と同一曲面を持つ半円形状の凹面に形成され、
前記電線把持部は、略Ｖ字状溝に形成されているのが好ましい。
【００１１】
　これによって、電線の一方の側部が凹面に嵌まり、他方の側部は弾機の付勢力と可動部
材の下動による押圧で、略Ｖ字状溝に電線を喰い込ませて把持するので、電線が動いたり
ずれたりすることがなく、確実な接続が可能となる。
【００１２】
　ここで、一対の電線受止部および電線把持部と、他方の電線受止部および電線把持部と
は、それぞれ大きさが異なるとするのが好ましい。
【００１３】
　これによって、直径が異なる電線同士の接続ができ、太い電線と細い電線とを適切に接
続することが可能となる。
【００１４】
　ここで、前記電線接続具本体の側壁部上端は内側へ傾斜する先端傾斜面を有し、前記挟
持部材は、前記先端傾斜面と反対向きの上部傾斜面を有するのが好ましい。
【００１５】
　これによって、側壁部の上端の傾斜面と挟持部材の上端の傾斜面とで略逆ハ字状を形成
するので、電線を挿入しやすくすることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　以上説明したように、本発明は、弾機の付勢力による電線把持部と電線受止部との一次
挟みで電線を仮止めし、電線の片寄りやズレを確認した後、可動部材を下動させる本締め
により、楔作用の働きで挟持部材を押し付けることになって強力な接続が可能となる。こ
の接続は、たとえ外力などがかかったとしても、外れたりすることがなく、長期の使用に
耐え得るものである。また、可動部材と挟持部材は組み立て分解が容易であり、損傷すれ
ば取り替えることが可能であると共に、電線の直径サイズにあったものに取り替えること
により、あらゆる直径の電線にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
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【図１】電線を挟持した状態の正面図である。
【図２】電線を挟む前の状態から移動する状態を示す正面図である。
【図３】可動部材の下面が接続具の底面部に当接する状態の正面図である。
【図４】電線が接続されている状態の平面図である。
【図５】電線接続具本体の斜視図である。
【図６】挟持部材の斜視図である。
【図７】可動部材の斜視図である。
【図８】軸に弾機を外装した斜視図である。
【図９】従来の接続具に電線を収容した正面図である。
【図１０】従来の接続具に電線を収容して締め付けた正面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明に係る電線接続具の実施形態について説明する。
電線接続具本体１は銅やアルミニウム等の導電性材料からなる略凹字状の接続具本体であ
る。この電線接続具本体１には、底面部１ａから立ち上がる側壁部１ｂ、側壁部１ｃが長
さ方向に延設されている。なお、側壁部１ｂと側壁部１ｃは厚みの異なるものを採用して
いるが同じ厚みのものでもよい。
【００１９】
　側壁部１ｂの上部内面には太い電線２の周面と同一曲面を持つ半円形状の凹面４と、側
壁部１ｃの上部内面には細い電線３の周面と同一曲面を持つ半円形状の凹面４とからなる
電線受止部５が長さ方向に設けられ、電線２、電線３がそれぞれ嵌るように形成されてい
る。先端傾斜面６は側壁部１ｂ、側壁部１ｃの上端が下方に向かって傾斜する側壁部先端
の傾斜面であり、電線２，電線３を導入しやすくなっている。ボルト孔７は底面部１ａの
中央部に穿設された螺子孔であり、軸孔８は側壁部１ｂ，側壁部１ｃの下方の前寄りと後
寄りに設けられた孔である。
【００２０】
　挟持部材９は、側壁部１ｂおよび側壁部１ｃにそれぞれ対向する位置にコイルスプリン
グ１０を介して配置された部材で、弾機であるコイルスプリング１０の付勢力によって、
幅方向、すなわち、側壁部１ｂおよび側壁部１ｃに対して接離する方向へ移動可能になっ
ている。この挟持部材９は、電線受止部５と対向する位置に、略Ｖ字状に形成されたＶ字
状溝１１で構成される電線把持部１２を備えている。この挟持部材９は、電線接続具本体
１の底面部１ａと摺動する底部１３と、電線把持部１２と、先端傾斜面６の傾斜方向と逆
方向に傾斜する上部傾斜面１４と、電線把持部１２と反対側に位置して上部傾斜面１４と
逆方向へ傾斜する面である側方傾斜面１５と、コイルスプリング１０を受ける垂直部１６
とで構成されている。
【００２１】
　切込み部１７は、挟持部材９の側方傾斜面１５を長さ方向に浅く切り込んで設けられて
形成された切込みで、この切込み部１７に可動部材１８の下部傾斜面２２が収まり、前後
方向に抜け出ないようになっている。この挟持部材９の上部傾斜面１４と側壁部１ｂ、側
壁部１ｃの先端傾斜面６とはそれぞれ反対方向に傾斜しており、上部傾斜面１４と先端傾
斜面６とが略逆ハ字状になって電線２，電線３を挿入しやすくなっている。
【００２２】
　可動部材１８は挟持部材９と挟持部材９の間に介在されている台形状の部材で、天板１
９の両側面２０に連設され底面２１に向かって次第に幅狭くなるテーパー状の下部傾斜面
２２を備えている。なお、ボルト挿通孔２３は天板１９の中央に穿設したボルトを挿通す
るための孔である。この可動部材１８の下部傾斜面２２は、それぞれ挟持部材９の側方傾
斜面１５と同一方向に傾斜しており、可動部材１８を下動させることにより挟持部材９の
側方傾斜面１５と摺接して楔作用を生じさせ、側壁部１ｂ，側壁部１ｃの電線受止部５と
挟持部材９の電線把持部１２とで電線２，電線３を強固に掴持する。
【００２３】
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　軸２４は側壁部１ｂ，側壁部１ｃの両方の下端前寄りと後方寄りに穿設された軸孔８へ
通す軸であり、挟持部材９と挟持部材９の間に横架し、軸２４の外周面にコイルスプリン
グ１０を嵌装することにより、挟持部材９は側壁部１ｂ，側壁部１ｃ側に向かって付勢さ
れている。
【００２４】
　このように構成した電線接続具本体１と挟持部材９と可動部材１８とを組み合わせて電
線接続具にする。すなわち、電線接続具本体１の側壁部１ｂ，側壁部１ｃとの間、左右に
複数の挟持部材９を配し、その間にコイルスプリング１０を介在させ、軸孔８から軸２４
を入れ挟持部材９に通せばコイルスプリング１０の付勢力によって挟持部材９が側壁部１
ｂ，側壁部１ｃにそれぞれ当接する状態になる。そして、左右の挟持部材９の間に可動部
材１８を介在させて、ボルト２５にスプリングワッシャー２６とワッシャー２７を嵌めて
ボルト挿通孔２３に挿通し、先端部をボルト孔７に螺合させて構成するものである。
【００２５】
　この状態で、側壁部１ｂ，側壁部１ｃの先端傾斜面６および挟持部材９の上部傾斜面１
４で構成される略Ｖ字に凹んだ部分の上方から電線２，電線３を押し入れると、挟持部材
９はコイルスプリング１０の付勢力に抗して側壁部１ｂ，側壁部１ｃから離れる方向に移
動して開口し、電線２，電線３を電線受止部５と電線把持部１２とで挟んで仮止めした状
態となる。この仮止め状態から、ボルト２５を螺締していけば、可動部材１８の下部傾斜
面２２と挟持部材９の側方傾斜面１５とが摺接し、可動部材１８の楔作用により挟持部材
９が側壁部１ｂ，側壁部１ｃ側に強く押圧されることになり、電線２，電線３を強力に掴
持することができる。従来と異なり、締め付け作業は一度で済むので、接続作業の時間短
縮と、作業効率の向上を図ることができる。
【００２６】
　電線の接続を解除するには、締めつけられていたボルト２５を緩めて、上述の仮止め状
態に戻す。電線２，電線３を上方に引き上げれば、可動部材１８が上動し、挟持部材９は
コイルスプリング１０の弾発力に抗して側壁部１ｂ，側壁部１ｃから離れる方向に引かれ
て口が開いて電線２，電線３が引き抜かれて接続が解除される。
【００２７】
　以上、本発明における電線接続具の実施形態に基づいて説明したが、本発明はこれらに
限定されるものではなく、本発明の目的を達成し、且つ発明の要旨を逸脱しない範囲内で
種々の設計変更が可能である。
【００２８】
　例えば、上記実施形態においては、一対の電線受止部および電線把持部と、もう一対の
電線受止部および電線把持部の大きさを異ならせることにより、電線が支持される部分に
差を設けて太い電線と細い電線を接続可能にする例を示したが、両方の大きさを同一にす
ることを妨げるものではない。
【００２９】
　また、電線受止部も電線の周面と同一曲面を持つ半円形状の凹面で形成した例を示した
が、電線把持部と同様の略Ｖ字状の溝で形成する等してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　以上のように、本発明に係る電線接続具は、例えば電柱間に架設される高圧電線に引き
下げ電線を接続するための接続具等として好適に使用できるものである。
【符号の説明】
【００３１】
　１　　電線接続具本体
　１ａ　底面部
　１ｂ、１ｃ　側壁部　
　２、３　電線
　４　凹面
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　５　電線受止部
　６　先端傾斜面
　９　挟持部材
　１１　Ｖ字状溝　
　１２　電線把持部
　１４　上部傾斜面
　１５　側方傾斜面
　１８　可動部材
　２０　下部傾斜面
【要約】
【課題】電線の直径を問わず電線同士を容易に接続できる電線接続具を提供する。
【解決手段】底面部１ａの両側から立ち上がる側壁部１ｂ，側壁部１ｃを備えた略凹字状
の電線接続具本体１と、側壁部１ｂ，１ｃに対して接離する方向に移動可能に設けられた
挟持部材９と、挟持部材９をそれぞれ側壁部１ｂ，１ｃ方向へ付勢させる弾機１０と、挟
持部材９の間に介在される可動部材１８とを備える。電線接続具本体１は、側壁部１ｂ，
１ｃの内面に電線受止部５を有し、挟持部材９は、電線受止部５と対向する位置に電線把
持部１２と、電線把持部１２の反対側の位置に側方傾斜面１５とを有し、可動部材１８は
、底部に側方傾斜面１５と同一方向へ傾斜するテーパー状の下部傾斜面２２を有しており
、側方傾斜面１５と下部傾斜面２２とを摺接させることにより電線受止部５と電線把持部
１２とで電線２，３を掴持する。
【選択図】図１

【図１】
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